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食品安全委員会の１０月の運営について（報告）

１．食品安全委員会の開催

第209回 10月４日（木）

(1) 食品健康影響評価の要請

・以下の案件についてリスク管理機関から説明

(2) 各専門調査会における審議状況についての報告

・各専門調査会から報告された以下の案件について国民からの意見・情報の募集に

着手することを決定

(3) 食品健康影響評価

・以下の案件について検討し、食品健康影響評価の結果をリスク管理機関へ通知

(4) 食品に残留する農薬等に関するポジティブリスト制度の導入に係る平成１９年度

評価依頼予定物質について

・２物質を追加し、合計２３３物質となることについて厚生労働省から報告

(5) 食品安全委員会の９月の運営について報告

(6) 食品安全モニターからの報告（平成１９年８月分）について報告

第210回 10月11日（木）

(1) 食品健康影響評価の要請

・以下の案件についてリスク管理機関から説明

(2) 各専門調査会における審議状況についての報告

・各専門調査会から報告された以下の案件について国民からの意見・情報の募集に

着手することを決定

農薬 (２品目) ジクロメジン、アゾキシストロビン

農薬専門調査会 ダイムロン、テブフェノジド

遺伝子組換え食品
等（２品目）

チョウ目害虫抵抗性トウモロコシMON８９０３４系統と除草剤グリホサート耐性
及びコウチュウ目害虫抵抗性トウモロコシMON８８０１７系統とを掛け合わせ
た品種、チョウ目害虫抵抗性トウモロコシMON８９０３４系統と除草剤グリホ
サート耐性トウモロコシNK６０３系統とを掛け合わせた品種

添加物専門調査会 加工デンプン

農薬（１品目） ペンチオピラド

動物用医薬品
（３品目）

チアンフェニコール、チアンフェニコールを有効成分とする牛及び豚の注射
剤（ネオマイゾン注射液及びバシット注射液）、α溶血性レンサ球菌症・類
結節症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン（ノルバックス　類結／レン
サOil）

プリオン 豚由来たん白質等の飼料利用

遺伝子組換え食品
等(１品目)

除草剤グリホサート耐性ダイズＭＯＮ８９７８８系統（飼料）

資料６
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(3) 食品健康影響評価

・以下の案件について検討し、食品健康影響評価の結果をリスク管理機関へ通知

(4)「食の安全ダイヤル」に寄せられた質問等（平成１９年９月分）について報告

第211回 10月18日（木）

(1) 食品健康影響評価の要請

・以下の案件についてリスク管理機関から説明

(2) 各専門調査会における審議状況についての報告

・各専門調査会から報告された以下の案件について国民からの意見・情報の募集に

着手することを決定

(3) 食品健康影響評価

・以下の案件について検討し、食品健康影響評価の結果をリスク管理機関に通知

第212回 10月25日（木）

(1) 食品健康影響評価

・以下の案件について検討し、食品健康影響評価の結果をリスク管理機関に通知

（ ）(2) 飼料中の残留農薬基準を設定した食品健康影響評価依頼予定物質 平成１９年度

について

・１物質を追加し、合計２７物質となることについて農林水産省から報告

（ ）(3) 食品健康影響評価の結果に基づく施策の実施状況の調査結果 平成１９年１０月

について審議

農薬（４品目） オキサジアルギル、ビフェナゼート、ピリダリル、メトコナゾール

農薬（４品目） シラフルオフェン、モリネート、ブタクロール、ベンフレセート

動物用医薬品
（１品目）

孵化を目的としたニシン目魚類のブロノポールを有効成分とする魚卵用消
毒剤

遺伝子組換え食品
等（１品目）

 ５'-リボヌクレオチド二ナトリウム

農薬専門調査会及
び動物用医薬品専
門調査会

シロマジン

動物用医薬品専門
調査会

シロマジンを有効成分とする鶏の飼料添加剤（ラーバデックス１％）、グリチ
ルリチン酸モノアンモニウム、グリチルリチン酸モノアンモニウムを有効成分
とする牛の乳房注入剤（マストリチン）

農薬（２品目） クロマフェノジド、メトキシフェノジド

農薬（２品目） アミスルブロム、チアジニル

遺伝子組換え食品
(１品目)

高リシントウモロコシＬＹ０３８系統とチョウ目害虫抵抗性トウモロコシＭＯＮ８
１０系統を掛け合わせた品種
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２ 専門調査会の運営

（１）リスクコミュニケーション専門調査会

第34回 10月24日（水）

・専門委員改選に伴い専門委員の紹介、専門調査会の運営等について説明及び座長

の選出

・三府省におけるリスクコミュニケーションの取組について説明後、質疑

・リスクコミュニケーション専門調査会の今後の進め方について審議

（２）緊急時対応専門調査会

第23回 10月30日（火）

・専門委員改選に伴い専門委員の紹介、専門調査会の運営等について説明及び座長

の選出

・食品による健康被害発生防止のためのリスク管理機関の取組と緊急時の対応につ

いて厚生労働省及び農林水産省から説明

・平成１９年度緊急時対応訓練（案）について説明

（３）添加物専門調査会

第49回 10月26日（金）

・専門委員改選に伴い専門委員の紹介、専門調査会の運営等について説明及び座長

の選出

・ サッカリンカルシウム」について調査審議「

（４）農薬専門調査会

第28回 幹事会 10月３日（水）

・①「ビフェナゼート」及び②「メトコナゾール」について調査審議し、①及び②

に関し、調査審議の結果について食品安全委員会に報告することを決定

第16回 総合評価第一部会 10月３日（水）※非公開

「 」 「 」 、 、・① インダノファン 及び② ヨウ化メチル について調査審議し ①に関して

評価書案を幹事会に報告することを決定

第８回 確認評価第三部会 10月12日（金）※非公開

・①「ジクロメジン」及び②「ペンシクロン」について調査審議し、②に関して、

評価書案を幹事会に報告することを決定

第29回 幹事会 10月19日（金）

・①「イソプロチオラン 、②「カルプロパミド」及び③「チオベンカルブ」につい」

て調査審議し、①～③に関し、国民から意見・情報の募集を行うことについて食

品安全委員会に報告することを決定
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第16回 総合評価第二部会 10月19日（金）※非公開

・①「エスプロカルブ」及び②「メフェナセット」について調査審議し、①及び②

に関し、評価書案を幹事会に報告することを決定

第10回 確認評価第一部会 10月26日（金）※非公開

・①「シラフルオフェン」及び②「モリネート」ついて調査審議し、①に関して、

評価書案を幹事会に報告することを決定

第８回 確認評価第二部会 10月29日（月）※非公開

・①「エトキサゾール」及び②「フェンアミド」について調査審議し、①及び②に

関し、評価書案を幹事会に報告することを決定

（５）動物用医薬品専門調査会

第82回 10月23日（火）

・専門委員改選に伴い専門委員の紹介、専門調査会の運営等について説明及び座長

の選出

・①「ブロチゾラムを有効成分とする牛の注射剤（メデランチル）及び②「セフォ

ペラゾン」について調査審議し、②に関して、国民からの意見・情報の募集を行

うことについて食品安全委員会に報告することを決定

（６）化学物質・汚染物質専門調査会

第１回 10月２日（火）

・専門委員改選に伴い専門委員の紹介、専門調査会の運営等について説明及び座長

の選出

・化学物質・汚染物質専門調査会の運営体制に関する事項が了承され、幹事会、化

学物質部会、汚染物質部会及び清涼飲料水部会の設置等について決定

・食品からのカドミウム摂取の現状に係る安全性確保について汚染物質部会の専門

委員により調査審議され、評価書案について幹事会に報告することを決定

第１回 清涼飲料水部会 10月22日（月）

・①「亜塩素酸 、②「二酸化塩素 、③「メチル－ｔ－ブチルエーテル 、④「ホ」 」 」

ルムアルデヒド 、⑤「銅 、⑥「ジクロロメタン 、⑦「トリクロロエチレン 、」 」 」 」

⑧「１，２－ジクロロエタン」及び⑨「テトラクロロエチレン」について調査審

議し、①～⑤に関し、評価書案を幹事会に報告することを決定

（７）微生物・ウイルス専門調査会

第１回 10月19日（金）

・専門委員改選に伴い専門委員の紹介、専門調査会の運営等について説明及び座長

の選出
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第１回 微生物・ウイルス専門調査会ワーキンググループ 10月19日（金）

・鶏肉中のカンピロバクター・ジェジュニに関する定量的リスク評価モデル（カナ

ダ保健省）の紹介

・鶏肉を主とする畜産物中のカンピロバクター・ジェジュニ/コリの食品健康影響評

価に係る今後の評価の進め方及び専門委員の役割分担について審議

（８）遺伝子組換え食品等専門調査会

第53回 10月９日（火）

・専門委員改選に伴い専門委員の紹介、専門調査会の運営等について説明及び座長

の選出

第54回 10月９日（火）※非公開

・①「除草剤グリホサート及びアセト乳酸合成酵素阻害剤耐性ダイズDP-３５６０４

３-５(食品)」及び②「Ｌ－フェニルアラニン」について調査審議し、②に関して

は、国民からの意見・情報の募集を行うことについて食品安全委員会に報告する

ことを決定

（９）新開発食品専門調査会

第47回 10月15日（月）

・専門委員改選に伴い専門委員の紹介、専門調査会の運営等について説明及び座長

の選出

第48回 10月15日（月）※非公開

・①「モーニングバランス」及び②「明治リカルデント ミルク」について調査審ＴＭ

議し、①及び②に関し、国民からの意見・情報の募集を行うことについて食品安

全委員会に報告することを決定

（10）肥料・飼料等専門調査会

第24回 10月31日（水）

・専門委員改選に伴い専門委員の紹介、専門調査会の運営等について説明及び座長

の選出

・ コリスチン」について調査審議し、肥料・飼料等専門調査会としては評価案を了「

承（引き続き、動物用医薬品専門調査会で審議）

３．意見交換会等の開催

（１）意見交換会

10月５日（金） 食品安全フォーラムinとやま＜富山県富山市＞

・食品安全委員会と富山県の共催で開催し、廣瀬雅雄食品安全委員会委員から「食

品安全委員会の役割と食品のリスク評価～農薬を例にして～ 、群馬大学教育学部」
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教授の高橋久仁子氏から「食にかかわる『体に良い、悪い情報』を考える」と題

して講演を行った後、会場との意見交換を実施

10月17日（水） 食品に関するリスクコミュニケーション－豪州における農薬の安

全性確保に関する取組について－<東京都千代田区>

・食品安全委員会の主催で開催し、鈴木勝士食品安全委員会農薬専門調査会座長か

ら「食品安全委員会における農薬のリスク評価に関する最近の取組 、オーストラ」

リア農薬・動物用医薬品(ＡＰＶＭＡ)ＣＥＯのエヴァ・ベネット－ジェンキンス

氏から「オーストラリアにおける農薬及び動物用医薬品規制について」と題して

講演を行った後、会場との意見交換を実施

10月24日（水） 食品安全フォーラムin置賜＜山形県米沢市＞

・食品安全委員会と山形県の共催で開催し、日本食品添加物協会常務理事の佐仲登

氏から「食品添加物とは 、食品安全委員会事務局職員から「食品添加物の安全性」

評価について」と題して講演を行った後、会場との意見交換を実施

（２）食品の安全性に関する地域の指導者育成講座

10月22日（月）＜滋賀県大津市＞

・食品安全委員会と滋賀県の共催で開催し、食品安全委員会事務局職員から「食品

安全のためのリスク分析（食品のリスクとのつきあい方 」と題して講義を行った）

後、参加者がグループに分かれてゲーミングシミュレーションによるコミュニケ

ーション能力を高めるための演習を実施

（３）食品の安全性に関するリスクコミュニケーター育成講座

10月18日（木）＜広島県広島市＞

・食品安全委員会と広島市の共催で開催し、午前は、内閣府食品安全委員会事務局

、 、が制作した リスク分析と食品安全委員会の役割について説明したＤＶＤ上映と

神戸まちづくりワークショップ研究会代表世話人西修氏よりファシリテーション

の基礎知識に関する講義の後、参加者がファシリテーションの基本的なスキルの

（ ） 。 、 、いくつか 傾聴など について実習を実施 午後は 参加者がグループに分かれ

自己紹介でアイスブレーク（初対面の参加者同士の抵抗感をなくし、コミュニケ

ーション促進のために行うものであり、様々な手法がある）をした後、ワークシ

ョップのいくつかの手法を体験

（４）関係団体等との懇談会

10月18日（木） 消費科学連合会との懇談会（第４回）

・食品安全委員会事務局より、添加物の食品健康影響評価について説明した後、出

席者との意見交換を行った。

４ その他

・季刊誌「食品安全－共に考えよう、食の科学－vol.１４」を発刊


